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Ⅰ 県
議
会 

6
月
定
例
会

　

介
護
職
に
対
す
る
理
解
の
向
上

・
介
護
職
は
人
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
仕
事
で
、
仕
事
を

通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
必

要
な
「
知
的
労
働
」
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
介
護
職
と
い
う
職
業
を
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
？

知
事
：
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
、
未
来
に
わ

た
っ
て
重
要
な
職
業
。

Ｑ
：
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

正
し
い
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め

る
の
か
？

知
事
：
介
護
職
の
や
り
が
い
や
社
会

的
な
意
義
を
情
報
発
信
す
る
。
ま
た

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
や
子
育

て
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
職
員
が
生

き
生
き
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

　

介
護
人
材
の
確
保
策

・
介
護
人
材
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

た
め
、
確
保
の
た
め
の
施
策
の

充
実
が
不
可
欠
。
県
と
し
て
も

更
に
有
効
な
施
策
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ
：
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す

る
施
策
の
今
後
の
方
向
性
は
？

知
事
：
平
成
26
年
度
と
今
年
度

の
予
算
の
比
較
で
は
、
2.6
倍
と

大
幅
に
増
額
。
今
後
は
就
職
の

促
進
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、

定
着
の
支
援
等
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。
予
算
の
確
保
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
多
く
の
人
材
を
養
成
し
て
い
く
。

　
具

体

的

な

施

策

Ｑ
：
県
立
高
遠
高
校
と
介
護
施
設
が

地
域
福
祉
推
進
の
連
携
協
定
を
締
結

し
た
が
、
事
業
の
実
施
に
伴
う
費
用

に
対
し
て
、
県
が
財
政
的
な
支
援
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
：
こ
の
よ
う
な
事
業

を
行
う
介
護
施
設
に
対
し
て
も
支
援

し
て
い
く
。

※
「
学
び
の
改
革
」
と
は
？

　

少
子
化
が
進
み
社
会
が
劇
的
に
変
化

　

し
て
い
る
中
で
、
よ
り
良
い
高
校
教

　

育
を
保
障
す
る
た
め
、
教
育
内
容
の

　

充
実
と
高
校
の
再
編

　

を
進
め
る
改
革

　

高

校

再

編

Ｑ
：
現
行
の
「
第
１
期
再
編
計
画
」

を
踏
ま
え
て
、
次
期
計
画
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。
ま
た
、
現
行
の

計
画
を
進
め
て
き
た
中
で
「
学
び
の

改
革
」
に
生
か
す
べ
き
課
題
は
何

か
？

教
育
長
：
第
１
期
で
は
、
総
合
学
科

高
校
や
多
部
制
・
単
位
制
高
校
等
、

新
た
な
タ
イ
プ
の
高
校
を
設
置
し
た
。

第
１
期
は
個
別
の
高
校
を
対
象
と
し

た
が
、
今
回
は
地
域
の
高
校
全
体
を

総
合
的
に
検
討
す
る
。
社
会
の
変
化

が
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け

て
、
学
び
の
あ
り
方
を
改
革
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
。

Ｑ
：
県
で
は
、
平
成
30
年
度
以
降

「
学
び
の
改
革
実
施
方
針
」
に
則
り
、

旧
通
学
区
ご
と
に
検
討
を
進
め
「
ま

と
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
再
編
計
画
を

策
定
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
「
ま

と
ま
っ
た
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
状
況
か
？

教
育
長
：
今
後
高
校
の
将
来
像
を
ど

う
す
る
か
検
討
す
る
「
地
域
協
議

会
」
の
よ
う
な
組
織
が
立
ち
上
が
り
、

地
域
の
総
意
と
な
る
よ
う
な
議
論
が

展
開
さ
れ
る
と
思
う
。
地
域
内
で
高

校
再
編
の
方
向
性
に
関
す
る
一
定
の

合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
状
況
を
「
ま

と
ま
っ
た
」
状
況
と
想
定
し
て
い
る
。

　

探

究

学

科

・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

ま
た
長
野
県
で
は
医
師
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
医
学
部
へ
の

進
学
を
目
指
す
生
徒
の
学
習
機

会
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
も
の
づ
く
り
や
観
光
な
ど
県
の
産

業
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い

く
必
要
も
あ
る
。

Ｑ
：
「
探
究
学
科
」
を
設
け
る
場
合
、

同
一
校
に
理
数
系
と
人
文
社
会
系
の

両
方
の
学
科
又
は
ク
ラ
ス
を
設
置
す

る
こ
と
が
、
保
護
者
や
生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
す
る
と
考
え
る
が
？

菅
沼
教
育
次
長
：
飯
山
高
校
や
大
町

岳
陽
高
校
も
両
系
統
を
設
置
す
る
。

松
本
県
ヶ
丘
高
校
は
２
年
進
級
時
に

自
然
科
学
系
の
自
然
探
究
科
と
人
文

社
会
学
系
に
分
か
れ
る
。
今
後
も
増

や
し
て
い
く
。

※
「
探
究
学
科
」
と
は
？

　

学
ぶ
意
欲
が
高
く
、
よ
り
深
い
学
び

　

を
志
向
す
る
生
徒
が
、
十
分
に
学
び

　

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
学
科
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介
護
人
材
の
確
保

一
般
質
問（
6
月
30
日
）

文 教 企 業 委 員 会文 教 企 業 委 員 会

Ⅱ
学
び
の
改
革

食事介助の様子（市内の介護老人保健施設にて）

●教師の負担軽減について
Ｑ：教師が忙しすぎて余裕がなく、子ども達に対し
て良い教育ができない。違法行為を行う教師が多い
が、ストレスが原因である場合も多いと考えられる。
教師の負担軽減が図られなければ、違法行為は根絶
できないが、そのための対策は？
Ａ：６月補正予算で「教職員の長時間勤務の改善」
に係る予算を計上しており、具体的な取組を進める。

教育委員会関係

平成29年6月の参加者

議
会
傍
聴
ツ
ア
ー

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

Ｑ
：
医
学
進
学
課
程
を
意
識
し
た
理

数
系
の
探
究
学
科
又
は
ク
ラ
ス
の
設

置
を
、
各
通
学
区
に
１
カ
所
程
度
設

置
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
？

菅
沼
教
育
次
長
：
各
通
学
区
の
学
科

設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
の
今

後
の
教
育
を
考
え
る
中
で
検
討
す
る
。

Ｑ
：
将
来
の
県
の
産
業
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
専
門
的
な
学
科

の
配
置
が
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
学
科
や
専
門
学
科
に
係
る

高
校
を
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
？

菅
沼
教
育
次
長
：
単
独
の
専
門
高
校

で
あ
っ
て
も
学
科
間
の
関
連
性
に
配

慮
し
な
が
ら
学
科
を
統
合
し
た
り
、

総
合
技
術
高
校
や
総
合
学
科
高
校
の

設
置
を
検
討
す
る
。

議
会
の
年
4
回
の
定
例
会
で
、
毎

回
一
般
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
民
の
声
を
県
政
に
伝
え
る
に
は
、

何
と
言
っ
て
も
一
般
質
問
が
一
番

重
要
で
す
。
そ
の
都
度
議
会
傍
聴

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
酒
井
茂
事
務
所
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